
体育科学習指導案 
 

  広島市立○○小学校 
教諭    ○○  ○○ 

 
１  日時    平成 1９年 1１月○日（○）  
 
２  学年    第 5 学年○組   
 
３  単元名  「跳び箱運動」  
 
４  授業づくりの考え方 

 
  
跳び箱運動は，いろいろな高さや向

きの跳び箱を，切り返し系または回転

系の技で跳び越すことで，楽しさや喜

びを味わうことができる運動である。 
高く設定された場を跳び越したり，

新たな跳び越し方に挑戦して跳び越し

たりするという運動は，体を浮き上が

らせる気持ちよさを味わうことができ

るだけでなく，「自分の力で跳ぶことが

できた。」という達成感を感じることも

できる。このことは運動の楽しさを感

じるとともに，運動に対する自信につ

なげることができる。 
また，技が完成するまでのステップ

を細かく設定することで，「跳べた」「跳

べない」だけではなく，「ここまででき

た」という達成感を味わうことができ

る。 

  
本学級の子どもの新体力テストの結果から，柔軟性に欠け

る子どもが多いことが分かった。また，腕支持に必要な腕力

も不十分と感じる場面も見られた。そのため，準備運動で柔

軟性を高める運動をしたり，腕立て伏せや補助倒立などを取

り入れたりしている。 
子どもたちへの聞き取りによると「開脚跳びができる」

88％，「かかえ込み跳びができる」66％，「台上前転ができる」

66％であった。 
アンケート調査の結果，「跳び箱運動が好き」と答えた子ど

もは全体の 81％で，理由としては「跳べたら気持ちいいから」

「高く，きれいに跳びたいから」といったものが多かった。

さらに，「跳び箱運動で取り組みたいこと（複数回答可）」で

は「高い段に挑戦したい」84％，「新しい技に挑戦したい」

66％，「技をきれいに決めたい」66％であった。 
個々の運動能力には個人差があるが，運動の苦手な子ども

も，体育の授業には真剣に取り組んでいる。しかし，練習方

法を工夫したり，互いに助言し合ったりすることは十分とは

いえない。 
    

 
ｚ 

  単元目標を達成するために次のことを意図して授業づくりを行う。 
①  跳び箱運動は，「跳べる」「跳べない」がはっきりとわかる運動であるので，跳べない子どもは苦手意 
識をもちやすい。そこで，活動の場を工夫したり，跳び箱運動の基礎となる動きを身につけさせたりする。

このことにより，技能の向上を認識させたり，達成感を味わわせたりすることができると考える。 
② 跳び箱運動は，個人の運動が主体であるが，子どもが互いに見合い，教え合う活動を取り入れることに 
する。このことにより，互いにかかわり合いながら課題を追究することができると考える。また，互いに

見合う視点，技のポイントを明確にすることで，個人の課題も明確にできると考える。 

単

元

目

標 

○ 互いに協力して運動をしたり，安全に注意して運動をしたりしながら，跳び箱運動の楽しさや

喜びを味わおうとする。（運動への関心・意欲・態度） 
○ 課題の解決を目指して，運動の仕方を工夫することができる。（運動についての思考・判断） 
○ 新しい技に取り組んだり，安定した動作で支持跳び越しをしたりすることができる。（運動の技

能） 

授業づくりの意図 

運動の特性 子どもの実態 



 
 
 
 
 
 

 
 

 
 第一次では，まず，いろいろな

跳び越し方を紹介し，「できそう

だ，やってみたい」という思いを

もたせ，挑戦したい技を確認する

とともに，学習の見通しをもたせ

ることで課題を明確にさせる。 
 第二次からは，学習カードを活

用する。自分で運動したり，友だ

ちの技を見たりして，学習カード

と自分の動きを照らし合わせてみ

ることで自己の課題を明確にさせ

る。 
 また，課題をスモールステップ

で学習カードに示すことで，それ

ぞれが自分の課題を適切に選択

し，把握できるようにする。 

   
跳び箱運動に対して苦手意識を

もっている子どもには，恐怖心を

感じにくいように配慮してセーフ

ティマットを活用したり，マット

を跳び箱の横にも準備したりする

等の場を設定する。 
また，力強い踏み切りが意識で

きるようにするためにテープを貼

って目安にしたり，ゴムひもを用

意して越えさせたりする場を設定

する。 
さらに，踏み切りや腕支持が意

識できるようにするために準備運

動でサーキット運動の場を設定す

る。 
 

 
＜自己評価＞ 
 学習を振り返り，自分で「でき

た」「できない」を確認することが

できるようにする。 
＜相互評価＞ 
  友だちの技を見て，よいところ

を見つけてアドバイスし合い，互

いのよさを認め合うようにする。 
＜指導的評価＞ 
 個々の運動の技能を高めるため

に，事前に一人一人の課題を把握

し，個に応じた言葉かけを行う。

また，学習意欲を高めるために，

技術的な進歩のみならず，学習に

取り組む姿勢や工夫の仕方，児童

相互の協力について肯定的な言葉

かけを行い，全体の場で紹介する。 

  
 
５ 評価規準 

 運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能 

単

元

の

評

価

規

準 

・ 跳び箱運動に進んで取り組も

うとする。 
・ 互いに協力して運動をしよう

とする。 
・ 器械・器具の安全な使い方に

注意して運動しようとする。 
 
 

・ 今できる技を把握してい

る。 
・ 自分の力に合った課題をも

っている。 
・ 課題の解決を目指して，練

習の場を選んでいる。 
・ 課題の解決を目指して，練

習の仕方を工夫している。 
 

・ 自分の力に合った新し

い技に取り組むことがで

きる。 
・ 安定した動作で今でき

る技の支持跳び越しがで

きる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

指導の工夫 

課題の持ち方▲ 場の設定■ 評価活動 



６ 単元の計画                          

次 時 
指    導    過    程 

主  な  学  習  活  動 教師のはたらきかけ 主な評価規準 

第 
一 
次 

 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 

○  オリエンテーション 
 ・ 学習の進め方や学習カー

ドの使い方について知る。 
○  今できる技を把握する。 
○ 挑戦してみたい技を思い

描く。 
 ・ これまで学習した技や新

しい技を知り，それぞれの

技を成功させるためのポイ

ントを考える。  

○ 学習のねらいを知らせ，学習

の進め方について見通しをもた

せる。 
 
○  いろいろな技を示範すること

で，既習の技を想起させ，新し

い技に挑戦してみたいという意

欲をもたせる。 
 

 
☆ 今できる技を把握して 
いるか。【思】 

 
☆ 跳び箱運動に進んで取

り組もうとしているか。

【関】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 
二 
次 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
３ 
 
 
 
４ 
本 
時 
 
５ 
 
 
 

 
 
 
○  今できる技を練習する。 
 
 
○ 新しい技に挑戦する。 
 ・ 台上前転（必須），首は

ね跳び（発展的）のポイン

トを考え，挑戦してみる。 
   （段階１～２） 
 
○ 自己の課題を明確にし，そ

れに合った場を選択して練

習する。 
 
○ お互いの技を見合い，助言

し合ったり，できるようにな

ったところを評価したりす

る。（段階３～７） 
 
○ 首はね跳びに挑戦する。 
 
 
 

 
 
 
○  技のポイントを確認しなが

ら，できる技をさらに充実させ

る。 
○ 友達の演技を見ながらよい動

きに気付かせ，学習カードに書

き込ませる。 
 
 
 
○ よい動きの子どもがいれば，

全体に紹介しよさを認めるとと

もに，ポイントを全体に広める。 
 
○ お互いの技を見合い，友達の

助言から自分の動きを振り返ら

せ，課題を達成するための手だ

てを考えさせる。 
 
○ 場の使い方，技のポイントを

意識させるため，個別に指導的

評価を行い，見合うときの視点

を与える。 

☆ 自分の課題に合った

運動に，進んで取り組ん

でいるか。【関】 
☆ 友達と励まし合って協

力して運動をしようとし

ているか。【関】 
☆ 器械・器具の安全な使

い方に注意して運動しよ

うとしているか。【関】 
 
☆ 学習カードや補助具を

活用して，課題の解決を

目指して自分に適した練

習の場を選んでいるか。

【思】 
☆ 技のポイントや自分の

課題について考え，課題

の解決を目指して練習の

仕方を工夫しているか。

【思】 
 
☆ 自分の力に合った新し 
い技に取り組むことがで

きたか。【技】 
☆ 安定した動作で今でき 
る技の支持跳び越しがで

きたか。【技】 
 

今できる技，挑戦したい技のポイントを知り，練習しよう。 



第 
三 
次 

 
 
 
 
６ 

 
 
 
○ 技の発表をする。 
 
○ 学習を振り返る。 
 

 
 
 
○ お互いのがんばりが認め合え

るよう，肯定的な評価を心がけ

るよう促す。 
 

 
☆ 自分の力に合った技や 
場を選択しているか。

【思】 
 
☆ 安定した動作で今でき

る技の支持跳び越しがで

きたか。【技】 
 
７ 本時の学習 
目 

 
標 

○ 友達と励まし合って協力して運動をしたり，協力して器械・器具の準備をしたりしようとする。

【関】 
○ 自分の課題について，技（台上前転）のポイントを考えながら練習の場を選んで運動することが

できる。【思】 

学  習  活  動 教 師 の は た ら き か け 評価基準・方法 

１ 体ほぐしの運動をする。 
 
２ 用具の準備をする。 
 
３ サーキット運動をする。■ 
  ・じゃんけんすごろく 
 
４ 学習課題を確認する。▲ 
 
 
 
 
 
５ 課題に合った場を選択し，練

習する。▲■ 
  ・技（台上前転）のポイント

を意識しながら練習する。 
  ・できるようになったら学習

カードに印をつける。 
  ・友達と見合い，助言し合う。 
 
６ 本時のまとめをし，次時への

見通しをもつ。▲ 
 
７ 整理運動と後片付けを行う。 

○ 心と体をほぐすことができるような内

容にする。 
 
 
○ 台上前転に必要な運動感覚を身に付け 
るために，踏み切りや腕支持，回転感覚

を意識した内容にする。 
 
 
 
○ これまでの学習の流れを振り返り，自

己の課題を確認させる。 
 
○ 「どこに気をつけた？」「どうだった？」

と，技のポイントを意識させるために声

かけを行う。 
○ 声かけをし合えるよう，学習カードに

視点を具体的に明記させておく。 
 
 
  
○ 学習カードを使い，課題に対する自己

評価をさせ，次時の学習課題をもたせる。 

☆ 友達と協力して器

械・器具の準備をしよ

うとしているか。【関】

（観察） 
 
 
 
 
 
 
☆ 友達と励まし合って 
協力して運動をしよう

としているか。【関】（観

察） 
 
☆ 学習カードや補助具

を活用して，課題の解

決を目指して練習の場

を選んでいるか。【思】

（観察・学習カード）          

 
 
 

 
（▲：課題の持ち方に関する指導の工夫  ■：場の設定に関する指導の工夫） 

 

 

 

 

 

できるようになった技の発表をしよう 

自分の技をレベルアップさせよう。 



場の設定 
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【参考資料】 

段 階 内 容 評価の観点 

１ マット１枚の上で前転 頭頂をつけずに前転し，立ち上がっている。 

２ マットを３～５枚重ねた上で前転 トン・トン・トーンのリズムで回っている。 

３ 跳び箱１段を２台組み合わせて台上前転 

ひざを伸ばして，腰を高くしてから回っている。 

４ 跳び箱１段と３段を組み合わせて台上前転 

５ 跳び箱４～６段での台上前転 
しっかり着手し，両足踏み切りができ，まっす

ぐに着地している。 

６ ひざの伸びた台上前転 ひざがしっかり伸びている。 

７ 首はね跳びに挑戦 
体の反りができている。はねるタイミングがと

れている。 

 

 
１～３段連結 

 
４段 

 
５段 

 
６段 

マ
ッ
ト 

セ
ー
フ
テ
ィ
マ
ッ
ト 


